
 

 

 

 

 

 

 

 

陶芸教室～唯一無二の作品作り～ 
毎年行っている陶芸教室。今年も全学年で実施しました。

１年生から３年生の活動では、有田工業高校の生徒の皆さ

んにも協力をいただきながら行いました。お面、カップ、花瓶、

恐竜など、各学年のテーマに合わせて、世界に一つだけのオ

リジナル作品を制作しました。どれも創意工夫の詰まった唯

一無二の作品ばかりで、今から完成がとても楽しみです。 

粘土には、触ると自然と心が落ち着く効果があるようです。

最初は「どんな作品にする？」と友達と楽しそうに話していた

子供たちも、いつの間にか目の前の作品作りにすっかり没頭

していました。ずらりと並んだ思い思いの作品と、子供たちの満足げな表情から、充実した時間を過ご

せたことが伝わってきました。 

今後は、乾燥させ、素焼き後に絵付けを行います。それまでに「どんな色を付けようかな」と想像を膨

らませることも、楽しみの一つだと思います。完成した際には、ぜひ御家庭で使ったり、飾ったりして大切

にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な行事予定 
１日（水）ノーテレビ・ノーゲームデー（～３日） 

２日（木）読み聞かせボランティア 

８日（水）全校集会  福祉教室（４年生） 

９日（木）フッ素洗口 

１０日（金）着衣水泳（５年生）  

 

１３日（月）防煙教室（６年生） 

１６日（木）フッ素洗口  学期末大掃除 

１７日（金）終業式 

２０日（月）海の日 

２１日（火）個人懇談（～２４日） 
 

 

学校教育目標 「おおいに学び やさしく まっすぐ伸びる」児童の育成 

有田町立大山小学校 

学校だよりＮｏ.１２ 

令和８年６月２２日発行 

文責：校長 川原 悟 

～夢と希望にあふれる元気いっぱいの学校～ 

右上のＱＲコードを読み取っていただくと大山小学校ホームページからも御覧いただけます。 

未来の自分を信じて… 
日々の積み重ねの大切さは分かっていながらも、ついつい自分に甘くなり、言い訳をして 

続けることを怠ってしまう――。皆さんにも、そんな苦い経験はありませんか。私もよくありま 

したし、後になって後悔することも多々ありました。 

そんな中、先日ある雑誌で見かけた「１日の１%を未来に投資しよう」という言葉に、なるほどと

深く納得させられました。これは、パラリンピック競泳選手であった河合純一さんが講演会でお話し

された言葉です。「忙しくて時間がない」という日々の中でも、１日のわずか１％にあたる「１５分」だ

けを自分の未来のために投資しよう、という提案です。 

これなら、自分にも続けられるかもしれない、と思えました。勉強、読書、スポーツ、筋トレなど、内

容はどんなことでも構いません。まずは自分の未来につながることを意識して、この「１５分の積み

重ね」をしていきたいと改めて考えています。 

子供たちにとっても、毎日の１５分の積み重ね（家庭学習や読書、お手伝いなど）は、将来の自分

を支える大きな力になるはずです。ぜひ御家庭でも、お子さんの「小さな一歩」を温かく応援してい

ただければ嬉しく思います。 


